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  令和７年皆野町農業委員会第２回定例総会議事録 

 

１．開催期日  令和７年２月２５日（火） 
２．開催場所  皆野町役場 ３階 ３０１会議室 

３．開議時刻  午後 １時３０分 
４．閉議時刻  午後 ２時３０分 

５．宣 告 者      皆野町農業委員会長  浅見 寿太郎 

６．委員出席状況 

   農業委員：出席者：１４人・欠席者：０人 
   推進委員：出席者： ４人・欠席者：１人 

番号 氏 名 備  考 番号 氏 名 備  考 

１ 齊藤三惠子 出席 １１ 小 池 幹 夫 出席 

２ 野 澤 辰 雄 出席 １２ 横 田 和 子 出席 

３ 東 光 義 出席 １３ 髙 橋 健 一 出席 

４ 大 濵 英 一 出席 １４ 長 島 德 治 出席 

５ 浅見寿太郎 出席 皆野 丸 山 眞 守 欠席 

６ 四方田順造 出席 国神 柴 﨑 孝 夫 出席 

７ 葦 原 義 人 出席 金沢 田 中 輝 雄 出席 

８ 新 井 義 虎 出席 日野沢  山 本 丈 示 出席 

９ 武 内 𥘉 代 出席 三沢 田 島 一 男 出席 

１０ 四方田克己 出席    

 

７．会議に付した議案 
 

議案第１号 農地法第５条の規定による許可申請に対する意見について 

                                  ２件 

議案第２号 農地法第２条第１項の農地に該当するか否かの判断について 

                                  １件 

議案第３号 皆野町地域計画策定に伴う意見聴取ついて 

                                  ２件 

 
８．事務局 三橋博臣、井上裕太 
 

９．会議の概要 
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浅見会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

浅見会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席委員 

 

浅見会長 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。今、話がありましたとおり、１月が総会のほ

うがなかったものですから、今年になって初めての総会ということに

なりました。また今年もご協力のほどよろしくお願いいたします。 

さっき職務代理のほうからも話ありましたが、やっと多少暖かくな

ってきて、あしたあたりから大分暖かくなるようですが、何としても

乾いていますので、何とか少し湿ってほしいなというふうには思うの

ですが、雪の多いところを見ていると大変だろうなと思いながら、こ

っちはその逆で大変だというふうな感じを今持っているところです。 

体調にも十分気をつけていただいて、温度変化に対応していただい

て、それぞれの立場で御活躍をいただければと思います。今日の議事

のほうを御協力いただきますように、よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、次第３の議案に入ります。 

議案につきましては、会議規則に基づき浅見会長に議長をお務めい

ただきます。よろしくお願いします。 

 

それでは、着座で失礼をいたします。 

ただいまの出席委員数は１８名です。 

定足数に達しておりますので、これより令和７年皆野町農業委員会

第２回定例総会を開会いたします。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。これに従って議事

を進めてまいります。 

なお、本日の会議に欠席の届出は、皆野区域担当、丸山委員の１名

でございます。 

次に、議事録署名人に、 

９番、武内初代委員 

１０番、四方田克己委員を指名したいと思いますが、これにご異議

ございませんか。 

 

  （異議なしの声あり） 

 

異議ないものと認めます。よって、議事録署名人に、 

９番、武内初代委員 

１０番、四方田克己委員にお願いをいたします。 

それでは、早速議案のほうに入らせていただきます。 

議案第１号、農地法第５条の規定による許可申請について、２件を

議題といたします。 
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事務局 

 

浅見会長 

 

 

 

１２番 

横田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号１について審議します。 

事務局に議案の朗読、説明をさせます。事務局、お願いします。 

 

（事務局朗読） 

 

農業委員として、地区担当の１２番、横田和子委員に対象農地の状

況について説明を求めます。 

横田委員。 

 

それでは、議案第１号について説明させていただきます。 

まず、１ページ目の譲受人の会社なのですけれども、○○○○○○ 

○○○○○○○○さんは、○○○○○○○○の１００％子会社という

ことで、主に太陽光発電の売電事業を目的とした○○だそうです。○

○○○○○○○さんについては、主要株主は○○○○○さんとか○○

○、○○○○○さん等が株主になっているので、○○としては上場な

ところなのかなと思います。 

また、○○○○○○○○○○○さんについては、売電先は○○○○

○○○○○○○○○○○ですか、そちらのほうに売電が決まっている

ようです。 

では、２ページを開けていただきまして、案内図なのですけれども、

町道の○○、多くは○○○○○○○を起点にしていただくと分かりが

いいのかなと思います。○○○○○○○の入り口を入って２００メー

トルぐらいのところに申請地があります。 

その隣の３ページの公図なのですけれども、今回、○○○―○と○

○○―○の申請になっていますが、周辺については右側が道路、左側

は水路ということで、申請地の上のところにもあります○○○―○な

のですけれども、こちらはもう既に太陽光が設置されています。また、

その下のほうの○○○の地番についても太陽光が設置されているの

で、その間に、今回、申請が出されたものです。○○○―○は所有権

移転で、○○○―○は地上権設定となっています。 

４ページなのですけれども、ちょっと横向きで見ていただきたいの

ですけれども、この図面の中で３段にパネルを設置するようです。一

番上の段が４４枚、真ん中が４８枚、３番目が３６枚、合計１２８枚

を設置するようです。パネルのところに青いぽつぽつが３段目にあり

ますけれども、こちらはパワーコンディショナーで、ここに１０台設

置するようです。この青いところが多分地上権設定になる部分です。

更地なのでいま一つよく分からなかったのですけれども、一番下のと

ころが地上権設定になります。 
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浅見会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅見会長 

こういった形で、今回、太陽光が出てきましたけれども、今後の皆

野町では、太陽光の設置についての条例が４月から施行されると思う

ので、今回はキロ数もかなり大きいので、やむを得ないのかなと思い

ますが、４月以降はちょっと難しい案件なのかなというふうに思いま

す。 

以上なのですが、皆様の見解をよろしくお願いいたします。 

 

事務局、補足をお願いします。 

 

事務局のほうからちょっと補足させていただきます。 

水路が横に、水が、案内図見てもらうと水色であるかと思うのです

が、こちらが砂防指定河川になっていますので、そちらのほう届出を

先週、県土整備のほうに出しているということで確認を取りました。 

もう一点、今、横田委員から話がありました太陽光の関係について

は、広報等、議会の議会だより等にも載ってきたかと思うのですが、

太陽光を規制する条例というのですか、が町でできます。それが４月

１日から適用されていくというふうになります。ですので、今回は条

例の適用前ということなので、今回、申請が上がってきています。 

４月１日以降は、対象となると、基本的に町長の同意とかが必要に

なったりしますし、基本的にできないような区域というのですか、そ

ういったものの指定がございます。農業系でいいますと農業振興地域

ということで、農業を推奨しましょうという区域、大字皆野とかを除

いたところはほとんど、皆野、金崎を除けばほぼほぼそういう地域に

なってくるかなというのが当たっています。そういったところで太陽

光という場合は、基本的にはできなくなってくるのかなというところ

です。 

ですので、細かい条例等は４月１日から適用になるので、この辺の

審査については、まずこちら事務局のほうで行う、今までどおり見て

判断はしていくことになろうかなと思うのですが、一応４月１日から

今度は太陽光の条例ができて、それによって町側の同意であったりと

か、あとはもし建てたとしても、その後、撤去する費用の積立てとか、

そういったいろいろ制限といいますか、そういったものがかかるとい

うことで今進んでおります。これも来月から、４月からなので、また

広報等に載せてくるかなというところではございますが、そういった

条例が議会を通りましたので、ここで補足させていただきます。 

以上です。 

 

今、事務局のほうの補足もありましたが、それも含めていただいて、
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出席委員 

 

浅見会長 

 

 

 

出席委員 

 

浅見会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

浅見会長 

 

 

 

４番 

大濵委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これより本件に対する質疑を行いたいと思います。質疑がございまし

たらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

 

  （なしの声あり） 

 

それでは、質疑がございませんので、これより採決いたします。 

本件は許可相当の意見を付して県知事宛て進達することを可とする

委員は挙手をお願いいたします。 

 

  （委員の挙手） 

 

挙手委員が多数と認めます。 

よって、本件は許可相当の意見を付して県知事宛て進達することに

決定いたしました。 

続いて、番号２について審議します。 

事務局に議案の朗読、説明をお願いします。 

 

（事務局朗読） 

 

それでは、農業委員として地区担当の４番、大濵英一委員に対象農

地の状況について説明を求めます。 

大濵委員。 

 

２月１８日午後、事務局の井上さんと現地を確認いたしました。現

地は、８ページ、○○○号が真ん中にありまして、この信号、○○○

○○入口のところの信号、横にスタンドがあります。それを若干○○

方面に上がったところの申請地です。真向かいは、スタンドの内容が

もろに見えるところです。そんなところで申請地になっております。 

内容的には、農地の中できれいに草を刈ってありまして、すぐに何

か事ができるような状況になっております。ほかには状況は、あとは

日照権とかそういう問題は、この中では出てきません。申請地、この

前に畑が若干あるのですけれども、南側の向こう側になりますので、

問題ないという状況です。ここはスタンドのところですから、相当道

が混むところだと思いますが、こんなところに○○○○○とかそうい

うものができるみたいです。 

１０ページを見ていただければ、店舗が奥になるのかな、事務所と

駐車場が設置されるような形になります。上が○○○号です。入れる

ようになっております。 
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浅見会長 

 

 

出席委員 

 

浅見会長 

 

 

 

出席委員 

 

浅見会長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

浅見会長 

 

 

 

 

 

 

６番 

四方田委員 

 

 

 

 

そんなような状況で見てまいりまして、私としては大丈夫だと思い

ますので、審議のほうをよろしくお願いいたします。 

以上です。 

 

それでは、これより本件に対する質疑を行います。質疑がございま

したらお願いいたします。よろしいですか。 

 

  （なしの声あり） 

 

それでは、質疑がございませんので、これより採決いたします。 

本件は許可相当の意見を付して県知事宛て進達することを可とする

委員は挙手をお願いします。 

 

  （委員の挙手） 

 

挙手委員が多数と認めます。 

よって、本件は許可相当の意見を付して県知事宛て進達することに

決定いたしました。 

続いて、議案第２号、農地法第２条第１項の農地に該当するか否か

の判断について、１件を議題といたします。 

番号１について審議します。 

事務局に議案の朗読、説明をお願いします。 

 

（事務局朗読） 

 

補足説明もありましたが、それも踏まえていただいて、今申出のあ

った土地について農地か非農地かについて判断をします。 

議案書と判断資料として配付された資料ナンバー１を参考に、地区

担当の６番、四方田順造委員に対象農地の状況について説明を求めま

す。 

四方田委員、よろしくお願いします。 

 

２月１７日に、井上さんと現地調査に行ってまいりまして、場所は

案内図で見て分かれと言っても無理なのですが、ここは何か目印があ

るかというと目印もありませんで、○○に入って１キロちょっとのと

ころ、○○方面、○○○○線です。県道○○○○線、それの○○とい

う入り口があるのですが、それを過ぎて２０メーターぐらいの左側、

県道に面しています。○○○○○○というのがありますが、それのす
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浅見会長 

 

 

 

１２番 

横田委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぐ隣です。これは先ほど井上さんからもお話がありましたけれども、

令和５年１月１９日に調査、多分２８筆か何かに分かれていて、それ

を全部調査に行ったというところの２つです。 

１つにつきましては、写真を見ていただくと分かりますが、全面に

カヤの枯れたようなのが茂っておりますが、樹木、木等はありません

ので、これは伐採すればすぐに農地として使えるのではないかなとい

うふうに見てまいりました。 

もう一つにつきましては、案内図の次のページを見てもらいたいの

ですが、先ほどのところからちょっと○○寄りに１００メーターぐら

い手前の県道から右下に○○川という川がありますが、川の向こう側

の斜面です。斜面のところに、前に○○と書いてありましたここの住

居のすぐ横に、この写真の裏側、資料ナンバー１―２です。これがあ

りまして、この２つが前回、非農地と認められないということだった

ものですが、今回、裏の写真の１―２のほうにつきましては、非農地

でいいのではないかなというふうに見てきましたので、皆様方のご審

議をお願いします。 

 

それでは、これより本件に対する質疑を行います。質疑ございまし

たらよろしくお願いいたします。 

横田委員。 

 

申請地２筆あるわけなのですけれども、相続財産清算人、いわゆる

弁護士さんが入っていて、もう買手もついているということですか、

ここは。 

 

一応裁判所の判決というのですか、幾らで買うよというのは出てい

ます。その方が、今後、買うのに当たってといいますか、現状に即し

たもので買いたいという話があるので、まだ当該地の所有を移してか

ら非農地というわけにもいかないので、弁護士の方から来ているとい

う形になります。 

ただ、それを取得するについても裁判所の判決が出ていても、農地

については多分農地法の適用を受けますので、今後、農地を耕作しま

すよというところの申請については、これが出て、なるべく早く移し

たいような話はされていたので、来月、再来月とかなるべく早い期間

に来るのかなというところです。買いたいという人の相談もこっちの

ほうに来ていまして、こういうことをやりたいのだという話は事前に

もう聞いております。今後、それがこの地域でできるかどうかとかと

いうところは、最終的には皆様にお任せするという形になろうかなと
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６番 

四方田委員 

 

浅見会長 

 

１２番 

横田委員 

 

浅見会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２番 

横田委員 

 

事務局 

 

 

 

 

１２番 

横田委員 

 

事務局 

思っていますが、いろいろ農業をやりたいということで若い方が相談

に来ております。 

 

どうでしょう。 

 

よく分からない。 

 

 

これは両方の２筆とも同じような形で話が来ているの。 

 

もう山林化したところもあったと思うのですよ、２年前に。そこの

筆とか全部一切合切を買うというような判決が出ています。なので、

山林化したところもそうですし、この方の自宅等についても合わせて

幾らで売るというような判決が出ているわけです。なので、買う候補

者といいますか、そういう人も出てきているところです。そこまで若

い人たちが集まったと思うのですけれども、農業経験はそんなには感

じではなさそうです。 

みんな買えば、現況、復元するのが難しいところは、さすがにちょ

っと無理だろうということで、まずは今の現状に即した形にした上

で、今後、それが軌道に乗れば替地とかも考えたいというような話は

ちょっとされていました。ただ、話を聞いている限り、ここをするま

でも力はまだちょっと難しいかなという事務局の肌感としてはある

のですけれども、今回はいずれにしろ買う買手がついて、その買手が

買うに当たって、現況に即した形にしたいということで申請が来てい

るというようなところです。 

 

そうすると、片方の○○○○のほうだけと分けて考える。 

 

 

そうです。判断については、先ほど四方田委員からの話があったよ

うに、１つ目のところはちょっと、これを山林ということで認めるの

は難しいのではないかということもあるので、１個目と２個目は分け

て審議していただきたいと思っています。 

 

ただ、先でやりたいとか、買いたいという人がついているのであれ

ば、一緒でもいいのではないか。それではあまり…… 

 

話には出たのです。取得のときに併せて非農地もやるし、取得もす
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浅見会長 

 

 

 

 

 

 

 

出席委員 

 

浅見会長 

 

 

 

 

 

６番 

四方田委員 

 

事務局 

 

 

浅見会長 

 

６番 

四方田委員 

 

浅見会長 

 

 

出席委員 

 

浅見会長 

るというのも出たのですけれども、取得のほうの書類をそろえたりす

るのにちょっと時間がかかっているということで、先にこれが来たよ

うな形です。いずれにしろ準備はされているということで、話は聞い

ています。 

 

いろんな、今ちょこっとですけれども、出ましたけれども、ほかに

何かご質問とかございましたら、ご意見とかございましたらお受けし

たいと思います。 

この後、採決をすることになるのですが、採決についてはそれぞれ

の土地、１番目と２番目と別々に１つずつ採決をするということにな

ります。 

ほかになければよろしいでしょうか。 

 

  （なしの声あり） 

 

それでは、質疑のほうを以上とさせていただいて、採決に入りたい

と思います。 

まず、①について採決をいたします。①について非農地と判断する

ことが適当であるとする委員は、挙手をお願いいたします。①のほう

です。 

 

非農地と認められないということだ。 

 

 

だから挙手をすれば非農地として認めている、手を挙げなければ非

農地としては認めないよということです。 

 

そうです。 

 

農地か非農地かでいいのではないか。 

 

 

そうです。だからこれを非農地だというふうに認めますよという人

は手を挙げてもらえればいいのだと思います。 

 

  （委員の挙手） 

 

それでは、これについては農地のままでということに、皆さんの判
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出席委員 

 

浅見会長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

浅見会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断はそういう形だというふうに受け取らせていただきたいと思いま

す。 

それから、続いて②のほうについても採決ということになります。

②について農地と判断することが適当だと、これは非農地だという方

については挙手をお願いしたいと思います。 

 

  （委員の挙手） 

 

挙手委員が多数と認めます。 

よって、本件は②のみ非農地と判断することに決定をいたしました。 

なお、議案第２号は非農地と判断した土地について、所有者に非農

地通知書を、関係機関に一覧表を送付することになります。 

続いて、議案第３号、皆野町地域計画策定に伴う意見聴取について

を議題といたします。 

事務局に説明をお願いいたします。 

 

（事務局朗読） 

 

これに関して、関係する方にはそれぞれお集まりをいただいてお話

合いもあったわけですが、なかなか細かいところについてはよく分か

らない部分も今もあるかと思いますし、やるときもそういう状況だっ

たかと思います。 

なお、話がありましたように、全国、日本中が来月というか、今年

度中にこの地域計画をつくるのだということで国のほうは進めてい

るようです。ですので、町のほうもそれに従って、来月中には、今年

度中にはこの計画をつくらなければならない状況に今なっているか

と思います。 

なお、これつくっておかないと補助金受けられないのだよという話、

それは後の話で、本来は、これから５年、１０年後に農地をどういう

ふうに使っていけるのか、使っていくのか、そういう計画をつくると

いうのが本来の目的なのだろうと思いますので、建前上はそういうこ

とで進めるということになるのかと思います。 

本音を言うと、これつくっておかないと、これ以降、国の補助金は

出ませんというところもあるわけですが、そんなこともあってこのよ

うな、あるいは町全体ではなく、地域として、地区ごとにつくるとい

うのが基本のようですので、そのように進めてきているところではあ

ります。 

ただ、例えば下田野のほう、あるいは戦場・土京区、あるいは国神
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１２番 

横田委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

１２番 

横田委員 

 

１１番 

小池委員 

 

事務局 

 

 

 

のほうにしてもそうですが、全体の農地の中の計画をつくっていくの

は、色のついているところは一部なのです。でも、これはこれでもう

計画としていいのだというような話でしたので、このような形で今進

めていく、あるいはそうしないと間に合わないというようなこともあ

りまして、そのように進めていくということになるのだろうというふ

うに思います。 

今、余分な話を私のほうからもしましたが、私の理解が全部正しい

とは思っていない部分もあるので、ちょっと自信のないところもある

のですが、問題ないでしょうか。特に今の話、それぞれ聞いていただ

いた話の中で、何か質問あるいはご意見等、質疑がございましたらお

願いをしたいと思います。 

これだけ細かいのをここでぱっと全部読んで、理解してのというの

はなかなか難しいかもしれませんが、もし何かありましたらお受けし

たいと思います。 

横田委員。 

 

この目標年度というのが、今、令和１５年度というふうになってい

るわけではないですか。２０ページのところで、目標年度。これって

１５年度ということは、１０年を一つのスパンとして考えているので

すか。 

 

１０年をスパンとして考えるのですが、これもさらに、町にはこれ

以外にも町の農業をどうするかという構想といいますか、計画がある

のです。それの方針が、次が令和１５年までということになっている

ので、その計画と添うような形でつくらなければいけないということ

で、５年後、１０年後とは言っているのですが、令和１５年度までと

いうことになっています。 

 

そういうことなのですね。分かりました。ありがとうございます。 

 

 

色の塗ってあるところが農業認定者の人の土地という理解でよろし

いのですね。 

 

そうです。今後、補助金なりを、事業を受けるだろうと思われる方

が頑張っているところ。 

 

 



- 12 - 
 

１１番 

小池委員 

 

事務局 

 

１番 

齊藤委員 

 

 

 

 

事務局 

 

１番 

齊藤委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地所というか、その地権者ということでいいわけ。 

 

 

そうです。 

 

補助金というのをもらうには、やっぱりある程度大きくやっていな

いと補助金というのは受け取るのは難しくて、例えば家庭菜園だけれ

ども、鳥獣害のあれをつけたいなという、そういうのにも事細かにす

れば農地活用が増えてくるのではないかなと思うけれども、どういう

ものだろう。そういうところには、手は差し伸べては…… 

 

難しいところで、国の補助とすると、やはり…… 

 

経営としての。 

 

 

経営としての部分が多いので、そういった大規模なものがどうして

も目立ってしまうのです。齊藤委員の言っているように、そういった

防護柵とかというのは町の補助もございまして、それを今、町長も新

しくなりまして、いろいろ変わっているところなのです。昔は面積の

要件とかもつけていたのですけれども、その辺の面積要件はなくて、

本当に自分ちの畑、食べる分の畑を作っている方の防護柵に対しても

補助金を出しましょうよというところで、どちらかというとそういう

のは町のほうの補助で担っている部分かなというところもございま

す。 

なので、もしおっしゃるようにそういった小規模の方で困っている

方等がいれば、役場のほうにご相談いただければ、町の補助金で対応

できるところは対応させていただく部分かなと。やはりちょっと国の

ほうは、さっき言ったように稼いでという言い方はどうかと思うので

すけれども、それで事業をちゃんとしていくという、そこを支援する

部分が大きいので、そういった自分ちで食べる分というと、やはり対

象にはなりづらいのが現状なのだと思うのです。 

そういったところについては、今、町としても町の補助のほうで見

ておりますし、最近、そういうふうに緩和もされてきているというと

ころもございますので、そういったところを活用していただければと

いうのが今のところの考えとしてはあります。 
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１２番 

横田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１番 

齊藤委員 

 

１２番 

横田委員 

 

１番 

齊藤委員 

 

 

１２番 

横田委員 

 

１番 

齊藤委員 

 

１２番 

横田委員 

 

１番 

齊藤委員 

 

１２番 

横田委員 

 

 

今の齊藤さんの小規模の個人の家庭でもやっぱり鳥獣害の被害って

すごいので、みんな柵を作ったりなんだりするわけです。個人の補助

を出すというのもいいのですけれども、もうちょっと、大変なのです

けれども、ここのエリアはもうすっかりそういうふうに鳥獣害の防衛

柵みたいなのを作る考えにしていただかないと、今後ですけれども、

ではないと、うちはやったけれどもというと、ほかも動物が隣のうち

へ行くわけです。 

私は理想なのですが、こういう広い範囲をちゃんとやっていただか

ないと、今後、それぞれがちょこちょこ、ちょこちょこやっていると、

やれないうちのほうに行くのではないかと考えると、あんまり結果が

難しい…… 

 

地域全体を。この中に人間もいる。地域全体の柵の中に人間もいる。 

 

 

そうです。人間の住んでいるところに柵を作るような感じになって

しまっているよね。 

 

おじけづいて、困ってしまうね。 

国単位も作って、国が皆野町に目をつけてくれないね。この中から

取りこぼし、取りこぼし。 

 

あとはジビエのほうを一生懸命何とかしてくれる人がいれば、少し

はなのですけれども。 

 

農園こうなのだって夢物語、本当に。国から…… 

 

 

規模が大きくないと。 

 

 

国の言っていることは違うものね。県のほうへ行ったって言うこと

が違うのだから。 

 

理想です。 
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１番 

齊藤委員 

 

１０番 

四方田委員 

 

浅見会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅見会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６番 

四方田委員 

 

 

そうだよ。そんな…… 

 

 

印がついているところは、今の意見に同意でやったらば、新規にや

りたいといった場合には、この計画があれば、この計画で。 

 

見直しできるのだったら。 

 

具体的に見直しをしなければいけなくて、今回のところ以外も担い

手がもし、もしという言い方はあれですけれども、担い手が来ればそ

れをうちがやりたいねと続いていかなければいけないので、あくまで

今いるところをまず作りましょう。今後、新たにそういった人たちが

来たら、そこの地域の計画を立てるかどうかというのは検討してみま

しょうということなので、これで作る、作らないという話でなくて、

これはあくまで第一歩目で、今後、これをちゃんと整備していきまし

ょうという趣旨ですので、今回はあくまで一歩目という認識でいただ

ければと思います。 

 

今言われたように、定期的にはとしてというとオーバーなのだけれ

ども、一方見直しはやっていくということです。取りあえずこれを出

しておかないと、今年度中に出さないとまずい。国のほうからの指示

だとまずい形になってしまうので、今年度中に出すために、今の状況

だけで取りあえず出すということになりましたけれども、皆さんも当

然ご存じだと思うのですが、今どんどん農地が減っている状況だし、

農家の人もどんどん減っている状況で、それを５年、１０年の将来、

もっと先も含めてですけれども、どうやって減らさないでいけるか、

その辺が本当は国としては考えていきたいことなのだろうというふ

うには思います。 

ただ、個人、小さいところで、そこまでのことをなかなか考えられ

ないのですが、ただ本当は５年、１０年後に、ここはどういう人が、

どういうふうに農地として使いますよという計画を立てていくのが

本来の地域計画なのだろうというふうに私は理解をしておりますけ

れども。 

 

農業の所得が上がるようにしてもらえればいいです。この間テレビ

を見ていたら米作っている農家は時給１０円だと言っていました。そ

んな状態だったら今後農業に従事する人がいなくなるのではないか

と思ったのです。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席委員 

 

浅見会長 

 

 

 

 

 

出席委員 

 

浅見会長 

 

 

 

出席委員 

 

浅見会長 

 

 

 

 

結局、収入も上がらなければ農家としてやっていく人もいなくなっ

てくるから、どんどん農家の規模が減っていくわけです。そういうこ

とも含めて、将来の計画をつくっていくというのが、この地域計画だ

というふうには思うので。 

そういうちょっといろいろ私の個人的なことも言わせていただいた

のですが、その辺を酌んでいただいて、この件について、最終的には

これでいいですよという感じ、取りあえず承認しておきましょうとい

うことにするかどうかを今日、皆さんのほうで判断をしていただくと

いうことになります。 

何かあればもうちょっとお受けしたいと思います。 

 

  （なしの声あり） 

 

では、特に今ないようですので、取りあえず今の形で、それぞれの

地区について承認するかどうかを皆さんのほうで挙手をお願いでき

ればと思います。 

まず、戦場・土京地区についてお諮りいたします。 

本件を承認する委員は挙手をお願いいたします。 

 

  （委員の挙手） 

 

挙手委員が多数と認めます。 

次に、国神地区についてお諮りをいたします。 

本件を承認する委員は挙手をお願いいたします。 

 

  （委員の挙手） 

 

挙手委員が多数と認めます。 

よって、本件２件を承認することに決定いたしました。 

以上で審議いただく議案は全て終了いたしました。大変ありがとう

ございました。 

 

 
 


